
別表第１ 参考項目 

１６  規則別表第１の６の項のウ及びエに掲げる事業（以下「焼却施設設置事業」という。） 

  影響要因の区分 工事の実施 土地又は工作物の存在及び供用 
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硫黄酸化物     ○  

浮遊粒子状物質     ○  

粉じん等 ○ ○   ○ ○ 
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騒音 騒音 ○ ○   ○ ○ 
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備考 

１ ○印は、各欄に掲げる環境要素が、影響要因の区分の項に掲げる各要因により影響を受けるおそれがあるものであることを示す。 

２ この表における「影響要因の区分」は、次に掲げる焼却施設設置事業における一般的な事業の内容を踏まえて区分したものである。  

ア 車両により、工事に伴う資材及び機械の運搬を行う。 

イ 建設機械を稼働し、造成工事及び建築物、工作物等の設置工事を行う。 

ウ 造成等の施工として、樹木の伐採等、掘削、地盤改良、盛土等による敷地、搬入道路の造成、整地を行う。 

エ 地形改変及び施設の存在として、地形改変等を実施し建設された焼却施設を有する。 

オ 工事完了後、焼却施設による廃棄物の焼却を行う。 

カ 車両により廃棄物の運搬を行う。 

 


